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新たな課題

Refinitiv Tick Historyを利用するメリット

得られるメリット

マーケット・データの厚み
118のベニューの板情報

20年以上におよぶティック・データ
Refinitiv Elektron Real Timeから取得する、

1996年以降の2PBの過去データへアクセス可能

取引終了時のデータ

資産クラスを網羅
（株式、債券、外国為替、マネー・マーケット、

先物、オプションなど）

OTCおよび取引所上場商品
550を超えるベニューと

サードパーティ・コントリビューター

サマリー・オプション
（分足など）

Google BigQuery
Tick HistoryにGoogle Cloud Platform経由で
アクセスし、BigQueryエンジンを使用して
クラウドから直接データを照会可能

REST API
クラウドへの導入を含むアプリの使用のために、
より迅速な配信を行い、性能、効率、拡張性を改善

分かりやすい
ウェブUI
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電子化が進む市場

流動的な規制環境
(MiFID II、FRTB、MAR、PRIIPS…)

変化するコンプライアンス要件
（市場監視、バックテスト…）

優位性発見のための
新たな市場開拓の必要性

MiFID II : 欧州のベニュー
MiFID IIの対象である新たなAPA、MTF、

サードパーティ・データなど

FRTB
銀行は世界金融危機の時期を顧みる

必要性に迫られている

REFINITIV TICK HISTORYが
もたらす可能性

マーケット・データの厚み
電子取引シグナル用の板情報

 （レベル 2 とレベル 3 のデータなど）

新たな市場の開拓
新興国市場、OTC、サードパーティのデータなど、

グローバルなデータ

今日の流動的な規制環境においてコンプライアンス要件を効果的に管理し、
定量的なリサーチと分析、リアルタイムのアルゴリズム取引戦略の策定と検証を

コスト効率良く行うにはどうすればよいのでしょうか。

詳細はこちらをご覧ください:refinitiv.com/ja

新たなデータ要件

クオンツ・リサーチや
クオンツ分析のサポート

リアルタイムの
アルゴリズム取引戦略の検証

取引戦略の構築
およびバックテスト

ポストトレードTCAが可能に 規制上の義務遂行に
必要なデータを取得

https://www.refinitiv.com/ja

